
第1 1期事業計巫 ·1111 紅塁三旦太芦ルス感染拡大等の状況により中止またはオンライン等での開催に変更する場合があります。
各イベントについてWEB·SNSでご案内しますので、 フォロ ーをお願いします。

●チャリティ ー カレンダ ー 配布関女t
500円以上ご寄付いただいた方へ 、 入院中やにこ
スマキャンプに参加した子ども達が描いた作品を
集めて制作したカレンダーをプレゼントいたします。

●にこスマたより Vo l. 19発行

202211月 11月 13 日 12月 4日

●リレ ー ・フォ ー ・ライフ ・ ジャパン福岡
がん患者とその家族・支援者らが、 がん征圧に向けて夜通しチ ー ムで歩
き勇気をと希望を分かち合うイベントです。にこスマ九州はチ ー ムとして
参加しています。
開催日／2022年11月13日11:00～ 会場／福岡女子大学キャンパス
詳細は http ://relayfo『 l ife.jp/fukuoka/

2023 2月 3月 26 日 5月 7月

●国際小兎がん Da y ●にこスマキャンプ2023 春
2月15日の国際小児がんデー 小児がん（又はそれに準ずる病気）を経験した子ども達
に合わせて福岡県庁など啓発 の交流キャンプです。子ども達に自然の中での活動や
展示を行います。 団体行動での楽しさを体験する場所を提供し 、 同じ経

験を分かち合う仲間との友達作りを目的としています。

●にこト ー ク
17歳から35歳のがん経験者のための茶
話会です。地域や受診している病院に関
係なく参加できます。それぞれが抱える悩
みや不安 、 日々の出来事などの話を気軽
に語り合える居場所づくりを目的とします。

●にこスマ家族の集い ●に こlヽ ー ク
病気を経験した子どもと 、 ともに
病気に取り組む家族が集う場で ●にこスマたより Vo l. 20� fi
す。BBQやレクリエ ー ションを通
して家族同士の交流や家庭内
の絆を深めることを目的とします。

『認定 NPO法人にこスマ九州』は小児がん経験者のための支援団体です。

II ごあ立竺ー］
＼ 

にこスマ九州監事 ・ 新•吉塚栢誼理学禄法士 吉田 純 一

9月の世界小児がん啓発月間に合わせて名所がライトアップされたり 、

様々な関連イベントが行われます。にこスマ九州もイベントを計画中です。
小児がんに対する啓発活動してレモネ ー ドの配布や絵画展、

募金活動を行います。※会場の都合で例年と時期が異なります。

『にこ入マチャリティ ー カレンダー』 2023 年版でぎました！

今年も入院中の子ども達やにこスマキャンプに参加した子ども達が描いた絵を集めて「にこスマチャリティ ーカレンダー 」を制作しました。
500 円以上の寄付でカレンダーをプレゼントいたします。皆様のご協力よろしくお願い申し上げます。

【開催日】 2022年12月4日（日） 14時30分～
【会 場】 SPACE on the Station（ソラリアステージビル6F)

『 に こスマキャンプ2023 ．春』

【開催日】 2023年3月26日（日） ※詳細は決定次第、ホ ームペ ージ
【会 場】未定 やSNS等でお知らせします。

日頃より、にこスマ九州の活動にご理解・ご協力頂きありがとうございます。昨年度まで理事として活動させて頂き、今年度よりにこ

スマ九州の監事をさせて頂いております吉田と申します。

にこスマ九州も NPO 法人となり11年目に突入しました。前身のにこにこスマイルキャンプin九州の活動開始からすると14年が経

過しました。活動当初 20代前半で独身だった私も、今では小学生2人・保育園児1 名の3児の父となっております。

私は中学生の時に悪性リンパ腫を発症し、闘病生活を余儀なくされました。当時は自分のことでいっぱいで、家族のありがたみなど

感じることが出来ておらず、何で自分ばっかりと自暴自棄になることもありました。仕事終わりでお見舞いに来てくれる両親に強くあたっ

たりもしていました。今となっては、仕事で疲れてるのに何十分もかけて病院へ来てくれていた両親も、私と一 緒に闘ってくれていたん

だと考えることができます。

自分が子をもつ親になったことで、両親も一 緒に苦しんでいたこと、むしろ自分以上に悩んでいたんだと思うようになりました。親に

とって子どもは自身以上に大切な存在です。自分の身を犠牲にしてでも子どものためなら！と考える親もたくさんいらっしゃいます。小

児がんとの闘病は子ども本人だけではありませんし、両親や兄弟、家族も一 緒に闘っていかなければなく、場合によっては様々な社会

的制約も余儀なくされます。闘病している子ども達だけでなく、その保護者も不安を抱え込まないよう、にこスマ九州では「家族の集

い」など様々な取り組みを行っております。お悩みの相談を受けていますので、いつでも気軽にご連絡ください。

最後になりますが、にこスマ九州は皆様のご支援・ご協力で活動を継続することが出来ております。今後も、にこスマ九州のビジョン

である「笑顔の輪」を広げ、小児がん経験者とその家族が安心して暮らせる社会を目指していけるよう活動して参りますので、引き続

きご支援の程よろしくお願いいたします。

細

襲

今回は小児がん経験者が将来の子どもを持つことの話題を多く取り上げました。コロナ禍数年が経過し、その期間で私の
周りの小児がん経験者の子たち（もう大人ですが）が結婚し、そして子どもが生まれています。なんかほんとに感慨深いで
す（涙）。私がこんなに感動するんだから、親御さんの立場になったらもっともっとなんだろうなと思います。小児がんの現
場にいて、告知を受けた段階から、退院後の成長の過程を見守って（特に何もしてあげられてはいませんが）、たくさんの
感動をもらえている私はとっても幸せだなと思います。にこスマ九州に関わってくれる子たちが社会で活躍し、それを知るこ
とで新たに小児がんを患った子どもたちやその家族の希望になることを願います。 《代表理事／白石恵子》
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にこスマ九州WEB Facebook lnstagram 公式LINE

＝ 国iざざ男台九州 ＝ 
〒815-0032福岡市南区塩原4-3-6 Mパレス大橋101

[TEL] 092-553-6408 [Mail] info@nicosuma.net

[URL] https://nicosuma.net [Facebook] https://www.facebook.com/nicosuma.kyusyu 

◎認定NPO法人にこスマ九州の組織（2022年9月末日現在）
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．ョコao正会員／41名 0サポート会員／183名 0にこスマメイト／11名

白石恵子（代表 ・ 九州がんセンター 臨床心理土）、江口尚美（元院内学級担任）、

大園秀一（久留米大学病院小児科医）、坂田友（九州がんセンター小児看護専門看護師）、

中島健太郎（産業医科大学小児科医）、中山秀樹（九州がんセンター小児科医）、

古嶋研史（薬剤師 ・ 小児がん経験者）、井本圭祐（事務局長 ・ 小児がん経験者）

張光陽（がんの子どもを守る会理事）、吉田純 一（理学療法士 ・ 小児がん経験者）

C辺EE9 九州がんセンター（中山秀樹）、九州大学病院（古賀友紀）、久留米大学病院（大園秀一）、

産業医科大学病院（中島健太郎）、鹿児島大学病院（西川拓朗）

eエEE9 コストコホ ー ルセー ルジャパン株式会社、毎日新聞西部社会事業団、西日本新聞民生事業団、

樋口宗孝がん研究基金

※にこスマ九州の運営は、小児がん経験者や医療関係者や理事、その他有志のボランティアスタッフで行っています。
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